
　品質管理課　住友です。

品質かわら版、第11回目はハンディークリーナーのノズル ワイパーゴム交換方法 についてお伝えします。

マキタハンディークリーナーを長期間使用していると、標準で付属のヘッドノズルのワイパーゴムがボロボロになります。

吸塵作業を適正に行うために、日ごろから細かな箇所のメンテナンスを行いましょう。

　マキタハンディークリーナー　吸い口　

 ゴムがボロボロになると、フローリングやクションフロアなどの平面部を掃除するとき集塵性が低下します。

◆ワイパーゴムが劣化した状態での吸塵状態◆

ゴミの上を通過したとき、ヘッドの後ろにゴミが残ります。

実はワイパーは細かい埃を「ほうき」で「はく」様な役割を持っていますので、ボロボロだと集塵性が大幅に低下します。

綺麗なワイパーと吸引があってこそ、始めて掃除機の機能が発揮されると言う事です。

ワイパーゴムがボロボロになったらヘッドノズルごと新品を買うしかないと

思っている方も多いです。実はゴムワイパーのみ購入可能です。

簡単に交換可能です。

←こちらが新品のワイパーゴム。約40円（税別）程で購入できます。

マキタ純正品番は424096-1

以下の機種に適合します。

4075D/4076D/CL070D/CL072D/CL102D/CL100D/

CL103D/CL140FD/CL141FD/CL142FD/CL180FD/CL181FD

※赤字商品＝当社で購入されているハンディークリーナー
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◆ワイパーゴム交換方法◆

①ゴムの端をつまみ、引き抜いていきます。 ②一箇所外せると簡単に引き抜けます。

指でつまみ難い時はラジオペンチ等でつまんで

引っ張ります。

③取りはずしたワイパーゴムは、ボロボロです ④新品との対比

いかに擦り減ったりちぎれてれていたかが分かりますね

◆ゴムワイパー取り付け方法◆

①新しいワイパーゴムを取り付ける前に、 ②ワイパーゴムを溝に押し込んで取り付けていきます。

ワイパー装着部分の溝を掃除します。 赤丸部分にゴムを押さえるツメが5箇所あり、

そこへ押し込むます。多少コツが要ります。

③5箇所全て押し込んでいきます。 ⑥ワイパーゴム交換後、ゴミの上を通過。

指で押し込むのが難しい時はマイナスドライバーなど、 ヘッドの後ろはゴミが残らず、綺麗に吸塵されています。

先の細い道具を使って奥までゴムを押し込みます。
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